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1．はじめに

ヨーロッパ最古の公共図書館の一つということから、2005年に、図書館とし

て世界で最初にユネスコ「世界の記憶（Memory of the World）」に登録されたの

が、マラテスティアーナ図書館（Biblioteca Malatestiana）であるi。この図書館

は、15世紀、チェゼーナ（Cesena）の領主であったマラテスタ・ノヴェッロ

（Malatesta Novello : 1418­1465年、以下、ノヴェッロ）によって、1452年に設立

されたものである。ただ、「世界の記憶」に登録されてはいるが、調査・研究は

世界的にもほとんど行われてない。そこで、平成 28年度から研究を開始した。

本研究では、ノヴェッロと関係のあったメディチ家のうち、ノヴェッロと直接

的な交流があったコジモ・デ・メディチ（Cosimo de’ Medici : 1389­1464年、以

下、コジモ）が設立したサン・マルコ修道院（Convento di San Marco）（図 1）図

書館（Biblioteca di Michelozzo）を取り上げるii。

本研究では、サン・マルコ修道院内図書館を中心に述べるが、その前提とし

て、当時、フィレンツェの住民の識字率がどの程度だったのか、また、当時、書

籍の価値が高いと言われるが、どのくらいの価格だったのかを明らかにする。15

世紀当時、フィレンツェでの教育がどの程度で、住民がどの程度書籍を入手して

いたか、あるいは入手が可能だったのかがわからないと、図書館は価値を持たな

い。これについて述べることが、ひいてはマラテスティアーナ図書館の有用性を

表すことにもなるのである。
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2．15世紀フィレンツェでの識字教育

識字教育は、14世紀から 15世紀にかけてイタリア中北部で著しく広まったと

いわれる。1288年に、ボンベシン・ダ・ラ・リヴァ（Bonvesin da la Riva）は、

彼の故郷のミラノで「70人以上の小学校の教師が読み書きを教えていた」と述

べ、ジョヴァンニ・ビラーニ（Giovanni Villani）は、1330年代の終わりに

「8,000人から 10,000人の少年少女」がフィレンツェで「読むことを学んでいる」

と述べている。推定によると、これは「フィレンツェの男性の就学率が 67～83

％だった」ことを意味するiii」。

これらの数字については、1427年のフィレンツェの税務記録（カタスト：

Catasto）によって公開された内容と一致するといわれる。カタストとは各世帯に

かけられた税金のことで、1427年から 1495年の間、3年から 10年間隔で計 9回

徴収されたiv。当時、各世帯主は自分の手で申告書を記入して提出する義務があ

り、大多数はこれを行っている。しかし、およそ 20％は読み書きができなかっ

たため、親類、公証人、または友人による提出を必要とした。これによっても、

フィレンツェの男性の識字率が約 80％であることを示している。

ただ、都市部と農村部では識字率にも違いが出る。すなわち、都市部では世帯

主が各自で申告書を書くことが多いが、農村部からのものは、主に地方の公証人

によって書かれる傾向があり、識字率が低いことを示唆している。

図 1 サン・マルコ聖堂
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2-1．当時の教育方法

では、彼らに対する教育は、どのように行われたのか。少なくとも 8世紀以

降、イタリアでは自国語が話されていたが、1400年代後半にイタリア語が公式

の政治文書の言語としてラテン語に取って代わるまでになった。13世紀の終わ

りまでに、初等中等教育がより差別化されるようになり、新しい専門の小学校教

師（doctores puerorum）が出現した。この専門化は私立家庭教師だけでなく、公

立の小学校や文法学校にも当てはまる。町では通常、初等の読み書きの教師と中

等教育の教師を分け、中等教育レベルではラテン語の文法学者を採用した。

初等教育の教師は、ラテン語をほとんど、またはまったく知らないようにみえ

る、ほとんど教育を受けていない男性（場合によっては女性）だった。彼らは通

常、生徒を ABC から最も基本的なラテン語の文法である Donatus（Donatus/

Donato）まで指導した。中等教育の段階は、詩篇やその他の宗教文書を読んで単

語や語句を学ぶことであったv。

13世紀の終わりまでは、理論的な文法書はラテン語であった。教師は自国語

を学習補助として使用し、それをラテン語文法と散文構成の教育に導入した。た

だ、12世紀から 13世紀にかけて、イタリア北部・中央部を席捲した商業革命に

より、ビジネススキルの習得は高まっていく。学校では、伝統的に、計算能力で

はなく識字能力を強調していたが、教育者は算盤学校（abacus school）vi と呼ばれ

る新しい教育機関で教える商用算数のシラバスを開発していった。

商業革命の大きな中心の 1つは、トスカーナ、特にフィレンツェだったので、

この発展の中心でもあった。13世紀では算盤学校は比較的少なかったものの、

14世紀には急成長した。少なくともフィレンツェで、おそらくトスカーナの他

の地域でも中等教育の主流となり、14世紀までには多くの生徒が初等学校の直

後に算盤学校へ通った。その結果、フィレンツェではラテン語を回避する傾向の

ある教育シラバスが開発された。初等学校の読み書きはラテン語の媒体で教えら

れた可能性があるが、生徒たちは使用しているラテン語のテキストを理解せずに

読解力を習得し、算盤学校に進んで中等教育を自国語で終えたといわれる。

制度面では、イタリア社会のリテラシーに対する要求が高くなり、公的支援を

受けた教育が急速かつ強力に成長した。複数の町（例えば、パドヴァ（Padova）

の近くのモンタニャーナ（Montagnana））では、認可された教師に独占的な権利

を与え、彼らを兵役から免除した町も現れた（ブレシャ（Brescia）、フェラーラ
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（Ferrara）、パルマ（Parma）、ジェノヴァ（Genova））。また、パレルモ（Palermo）

では外国人の文法教師に市民権を授与した。ヴェローナ（Verona）、ヴィジェー

ヴァノ（Vigevano）、クーネオ（Cuneo）では、教師に無料の住宅が提供された。

さらに、自治都市（commune）が教師に給与を支払うようになった。サン・ジミ

ニャーノ（San Gimignano : 1314）、ト レ ヴ ィ ー ゾ（Treviso : 1316）、ト リ ノ

（Torino : 1327）など、15世紀半ばまでに、公的に任命され給与を受けた教師が

ロンバルディア州からシチリア島にいたるまで存在していたvii。

教育へのアクセスを強化するため、家庭教師が課した教授料に上限を設けると

いう形を取り、異なるレベルの教育に対する料金の範囲を決めた地域もあった。

最終的には、すべての納税者の子どもたちのための無料の教育も、トリノ、ルッ

カ（Lucca）、モデナ、シエナ、アレッツォ（Arezzo）など、イタリアの多くの都

市で標準的な慣行となった。共同出資による教育がイタリア全体で標準となった

が、一方で、ヴェネツィア（Venezia）とフィレンツェの 2か所では例外で、圧

倒的に、家庭教師による教育がエリート家族の間で好まれた。

上記のように、ほとんどの都会のイタリア人は、実用的な動機のために識字能

力を求めた。彼らは算術的知識を持ち、公証人によってラテン語で書かれた法的

文書をある程度理解し、時にはラテン語のビジネスレターを書くことが必要だっ

た。したがって、ジェノヴァのある生徒はラテン語で「彼が適切に読み、自分の

記述を書く方法を知ることができるように」と指示された。また別のジェノヴァ

の教育契約では、生徒はラテン語を「商人に関係する範囲でのみ」学ぶことを定

めていた。同様に、「読み、書き、ラテン語の作文は商人の仕事に関連するもの

として教えられるべきである」、「手紙の書き方はジェノヴァの商業目的のために

適切に学ばれる」と定められた場合もあった。

上記のように、識字教育が行われていたことは明らかである。ただ、これは男

子に対するものであって、女子に対しての教育は批判的なものが多かった。14

世紀の内容ではあるが、「女の子には本を読ませるのではなく、裁縫をさせなさ

い。修道女になるのでなければ、女が読み書きを知っているのは、あまり良いこ

とではないからだ」という意見があり、その後の家政論や人生訓に繰り返し現れ

た、といわれるviii。

ユネスコ「世界の記憶」ヨーロッパ最古の公共図書館の成立204



3．収入と書籍の価格

書籍の価格について述べるが、その前に、どのような職業がどの程度の賃金を

得ていたかを知る必要がある。フィレンツェの成人における基本的な 1年間の支

出は、約 10から 14フローリン（florins：以下 f）であり、よい家や店舗の年間

の家賃は 15.25 f ほどであったix。

年収が 40から 50フローリンあると、かなり快適な生活を送ることができた。

フィレンツェでは、学校や大学の教授の給与としては、専門が修辞学の場合、

200～350 f、医学では 600 f、法律では 1,050～1,350 f に達した。しかし、大半の

職業では、はるかに少ない収入であった。フィレンツェとローマの普通の石工や

鍛冶屋の年収は平均 30 f 程度であり、1480年のフィレンツェのカタストによる

と、理髪師で、年収 30 f、13歳から 21歳の若い職人や見習いでは年収 1.7から

15 f だったと記録されている。フィレンツェの男女の使用人約 1,500人の場合、

無料の食事と宿泊を受けてはいるものの、給与は月に 33.5リラ、年間約 6 f だっ

たx。

カタストの徴収から住民の経済状態を判断するため、1457年に行われた 7回

目のカタストの結果をみる。「この記録によると、全世帯（10,636世帯）のうち

の 3割弱が困窮世帯（miserabili）であるとして納税を免除されている。7割強の

世帯（7,636世帯）は保有資産を申告し税を納めているが、大半の世帯（5,720世

帯）が納めたのは 1 f 未満であった。一方、10 f 以上を納税したのは 227世帯

（全体の 2.13％）、さらに 50 f 以上はわずか 11世帯に過ぎなかった。」xi

もちろん、この結果からだけでは、納税が免除されるかどうかのボーダーライ

ンがわからず確実なことが不明ではあるが、貧富の差が非常に大きく貧困世帯が

多かったというのは事実であろう。

では、書籍の価格はどうか。15世紀の書籍の経費は、使用した用紙（獣皮紙

または紙）、作品の長さ、筆記者の熟練度、書籍が装飾されているかどうか、製

本されているかどうかなどによって大きく異なる。たとえば、200枚からなる獣

皮紙の書写本で、1ページに 30行書かれ装飾され製本されている場合、25.9デ

ュカットの費用がかかったと推定される。なお、ヴェネツィアではデュカット

（ducat）金貨を、フィレンツェではフローリン金貨を使用しており、ほぼ同じ貨

幣価値だったと思われる。
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上記のように、書籍は非常に高額であり、かなり裕福な人以外には入手できな

かった。このことから、一般的に教育は受けられており識字率は高かったもの

の、平均的な市民が書籍を手にする機会は極めて少なかったと考えられる。

4．サン・マルコ修道院内図書館

フィエーゾレ（Fiesole）のサン・ドメニコの修道士（ドメニコ会修道院 Con-

vento di San Domenico）たちは、教皇エウジェニオ 4世（Papa Eugenio IV）に宗

教と信徒の間のモラル改革を訴え、1436年 1月 21日付勅書によって、フィレン

ツェにあるサン・マルコのシルヴェストリーニ修道院（Silvestrini）を手に入れ

た。翌夏、フィレンツェのシニョーリア（最高権力機関）から公式の許可を得た

後、サン・マルコにあるドメニコ会修道院の利用されていない建物に 13人の修

道士のグループが入ることになった。

それらを仲介したのは、コジモである。貧困世帯がかなり多かったということ

や宗教的な理由からも、コジモは多くの画家、彫刻家、建築家などを支援し、教

会、修道院、孤児院などの造営、改修にもすすんで寄進した。「銀行家・商人と

して、政治家として、また陰の支配者として休みなく活動する一方、コジモは、

学問・芸術のパトロンとして、また建築のパトロンとして、質的にも量的にも従

来のパトロンとは明らかにスケールを異にする旺盛な活動を展開した。」xii そし

て、この建物に図書館を含めた。さらに、モラル改革に加えて、文学研究におけ

る人文主義の復興という、15世紀の思想における 2つの重要な流れが融合した。

その図書館の蔵書には、人文主義者のニッコロ・ニッコリ（Niccolò Niccoli）

が所有していた書写本が充てられたxiii。ニッコリは若いころ、サント・スピリト

修道院のルイージ・マルシリ（Luigi Marsili）の小部屋で、コルッチョ・サル

ターティ（Lino Coluccio Salutati）と頻繁に会い蔵書を蓄積し始め、それはすぐ

に膨大な量になった。非常に多くの書籍を収集していたニッコリは、1437年に

亡くなる際、彼の遺言執行者をコジモに依頼し、自分の蔵書についてコジモに任

せた。1441年 4月 6日、ニッコリの遺言執行者たちは、ニッコリの蔵書につい

て、コジモが作ろうとしているサン・マルコ修道院の図書館の蔵書とすることに

同意し、コジモは遺言に従って、蔵書をサン・マルコ修道院内図書館に譲渡す

る。

コジモの自邸の全面改築を計画し、設計と工事を担当した建築家ミケロッツ
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ォ・ミケロッツィが、ほぼ完全に新しい修道院の建設を依頼された。ミケロッツ

ォは 8年間（1437-1444年）取り組んだが、寮、教会、回廊が優先されたため、

図書館が完成したのは 1444年だった。図書館はアーチ型天井で明るく、2列の

すっきりした円柱で 3つの部分に分割され、横幅が狭く細長いホールで、研究に

最適な環境を形成していた（図 2）。

ニッコロ・ニッコリの蔵書を受け入れる一方で、新しい人文主義の基礎である

古典的作家研究のためには信頼できるテキストを保証する必要があり、恵まれた

公共図書館が必要だった。サン・マルコに寄贈された書籍は、ヴェスパジアーノ

のことばによると「すべての人」のためにあった。蔵書の完全性とアクセス性を

守るためにニッコリが考えた遺産の条件を、以下に抜粋するxiv。

1）本は修道士だけでなく、関心のあるすべての市民（omnes cives studiosi）の

使用のためのものである。

2）修道士は蔵書を売ったり譲渡したり、修道院から移動したりすることを禁

じられる。もし彼らが行った場合、図書館は、同じ条件でサント・スピリト修道

院に与えられる。

3）管財人を除いて、修道院の外で融資は行われず、その場合でも、図書は市

内に残され、1年以内に返却されなければならない。

4）ニッコリの遺産では、図書館を建設し図書を保存するために、修道院に

300 f を支払うxv。

図 2 現在のサン・マルコ修道院内図書館
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5）図書館と蔵書のケアと保管のため、12名の管財人からなる委員会が設立さ

れたxvi。

15世紀にして既に、ニッコリは彼の蔵書をすべての市民が利用できると考え

ていたことは明らかである。

この最後の項目にある委員会のメンバーは非常に重要で、ニッコリが自分の図

書館に付けた価値の表れである。

その構成には、コジモとロレンツォ・デ・メディチ、フィレンツェ共和国の 3

人の首相であるレオナルド・ブルーニ（Leonardo Bruni）、ポッジョ・ブラッチョ

リーニ（Poggio Bracciolini）、カルロ・マルスッピーニ（Carlo Marsuppini）など

が挙げられるxvii。委員会の任務は、蔵書の手入れと保存、および図書館の建設、

蔵書の修理／廃棄に関するすべての決定だった。ニッコリはこの委員会が彼の蔵

書を永続させるように注意を払った。

この委員会では、サン・マルコ修道院内図書館に所蔵された後のニッコリの蔵

書管理、保存、使用について、以下のように厳密な条件の契約書を提示したxviii。

1）コジモはニッコリの借金を 700 f の合計まで償還するxix。

2）コジモは表紙を装飾し、蔵書に鎖を取り付けるための費用を支払う。

3）公証人であり管財人の 1人であるフィリッポ・ピエルッツィ（Filippo

Pieruzzi）は、蔵書を準備した後、その本をコジモに委託し、その写本はサン・

マルコの修道士と遺言執行者が保管し、図書館が設立された後、壁に固定す

るxx。

4）毎年 2名の理事が、6か月のローンでどの本を貸し出すかを決定する。修

道士たちは、管財人の許可なしに図書館から本を取り除くことはできない。

5）修道士たちは、毎年その書物を管理委員会またはその代理人に委託する。

不足しているものがある場合、修道士たちは 1年以内に別の写本を作成し、それ

を図書館に設置する。

修道士たちが合計 50 f 以上の図書を失った場合、管財人は、すべての本をサ

ン・マルコ修道院内図書館から取り除く。コジモがニッコリの債権者のために支

払うお金以外は支払わない。

6）蔵書がニッコリに属し、大部分がコジモの寛大さによって保存されている

ことを示す大理石の石板が図書館の壁に貼られる。

7）図書館ホールが建設されるまで、蔵書はコジモに寄託される。
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8）管財人は、本をサン・マルコの修道士たちに委託する権限をコジモに与え

る。

1441年 7月 6日、蔵書はコジモに委託され、サン・マルコの修道士たちは条

件に同意した。契約書に記載されていたように、1444年に図書館が完成した後、

修道士たちに委託するまで、蔵書はコジモに渡されていた。

ニッコリの写本により、図書館は、1444年開館当時、64台の作業台付き椅子

（bench）に 400冊以上の書写本が排架された。それらは、ギリシャ人では、トゥ

キディデス（Thucydides）、ソフォクレス（Sophocles）、アリストパネス（Aristo-

phanes）、ラテン語の作者では、キケロ（Cicero）と詩人ホラス（Horace）などだ

った。ギリシャ語の書写本では AD 1100以前のものが 16冊、ラテン語写本 102

冊は 12世紀のもの、それ以外の 400冊は「暗黒時代（dark ages）」と呼ばれる中

世ヨーロッパに書かれたものだった。

ただ、ニッコリの蔵書では不足していた伝統的な研究分野があったので、コジ

モは他の法典で補完しようとした。彼の要請に応じて、後に教皇ニコラウス 5世

（Tommaso da Sarzana）が新しい書写本を購入する際に使用するガイドを作成し

た。その内容に従って、修道士たちはシエナやルッカなどで様々な分野の写本を

購入していった。このように、サン・マルコ修道院内図書館は、独特の方法で、

個人ではなく一般的な使用のためにコレクションが収集されていった。コジモ

は、この図書館の最初の基金であり中心として、蔵書コレクションを確立した。

また、コジモはサン・マルコに関連するほとんどすべてのものに費用を支払っ

た。修道士たちの衣服、食べ物、日用品や、図書館だけでなく聖堂などのための

蔵書などである。コジモの生涯の残り 18年の間に、彼は無数の書写本を購入し

続けるか、または作り続けることになった。

1453年 9月 29日夜、フィレンツェを襲った地震によって、図書館はほぼ完全

に破壊された。コジモと彼の息子ピエーロ（Piero di Cosimo de’ Medici）はすぐ

に建物の修理を約束したが、工事が完成したのは 1457年だった。ただ、図書館

は補強され、ギリシャ語図書館（the Greek library）と呼ばれる新しい部屋が追加

された。

ただ、1464年 8月 1日のコジモの死去で、サン・マルコ修道院内図書館は、

最大の後援者を失った。コジモが亡くなったため、少なくとも蔵書の寄付という

点で、メディチ家による図書館のサポートはほぼ崩壊した。コジモが亡くなった
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年に、息子のピエーロがサン・マルコ修道院内図書館に 2冊の書写本を寄贈した

ことは事実であるが、これらが知られている唯一の書籍である。ピエーロの息

子、ロレンツォは、この図書館への寄与はさらに低かった。彼は、サン・マルコ

修道院内図書館を充実させるのではなく、その後、ミケランジェロ（Michelan-

gelo di Lodovico Buonarroti Simon）設計のラウレンツィアーナ図書館を建築し

た。

修道士たちが、コジモの死の翌年に書写本を買い始め、1478年、若いフィレ

ンツェの医師、ロレンツォ・ダ・ビスティッチ（Lorenzo da Bisticci）から自分の

医学書 71冊を寄贈された。その後、ロレンツォ（1492年 4月 8日）の死に続

き、ロレンツォの息子ピエーロ（Piero di Lorenzo de’ Medici）は追放され（1494

年 11月 9日）、フランスのシャルル 8世はフィレンツェに侵攻した（1494年 11

月 17日）。国内では、ジローラモ・サヴォナローラ（Girolamo Savonarola）は、

フィレンツェを宗教的な熱狂の危機に駆り立て、図書館の崩壊を意味した。

5．おわりに

本研究では、住民に対する教育、物価と書籍の価格を押さえた後、サン・マル

コ修道院内図書館の章では、その成立過程を中心に述べた。15世紀フィレンツ

ェでは、初等教育はかなり普及していたことがわかった。国語の読み書き、算術

（算盤）がベースとなり、ラテン語の習熟が追加されていた。次に、給与と書籍

の価格をみると、当然のことながら、印刷によって図書が作られる以前の書写資

料の場合、かなり高額であったことが判明した。この図書館の成立過程について

は、ニッコロ・ニッコリの書籍を基に、コジモが建物や追加の書籍などを整えて

いったことが明らかになった。

ただ、残念なことに、コジモが亡くなった後、図書館を引き継ぐ人・組織がな

く、図書館としては終了してしまった。これについては、「チェゼーナのマラテ

スティアーナ図書館はもっと幸運だった。マラテスタ・ノヴェッロが、修道院に

収容されていた図書館の管理をチェゼーナ市に委任した。チェゼーナ市は、図書

館を非常によく保管していたため、コレクションは今日でも当時のままである」

との意見があるxxi。

ノヴェッロは、自分の図書館の蔵書を充実させるため、メディチ家と蔵書を貸

し借りし、写本を作成していたといわれている。
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筆者は、サン・マルコ修道院内の図書館を訪問したが、現在は建物として存在

しているだけで、資料も図書館設備も、さらには、研究組織も存在しなかった。

そこで、ラウレンツィアーナ図書館所属の研究者に尋ねたところ、サン・マルコ

修道院内図書館およびラウレンツィアーナ図書館両方の資料は、ラウレンツィ

アーナ図書館のある建物内に保存されているとのことだった。サン・マルコ修道

院内図書館は、当時一般市民に公開されていたのかを尋ねたところ、使用したの

は修道士など教会関係者だけで、一般市民に開かれていたのはラウレンツィアー

ナ図書館だということだった。ただ、ここでもノヴェッロとの関連がわからなか

った。

そこで、国立中央図書館（フィレンツェ）とフィレンツェ文書館で資料を探索

した。すると、フィレンツェ文書館で、マラテスタ・ノヴェッロがコジモやロレ

ンツォ、ジョヴァンニなどメディチ家に宛てて書いた手紙を 11通見つけること

ができた（図 3）。今までの研究では、ノヴェッロとコジモの間で、書簡をやり

取りしていたことがわかっている。そこでこの書簡を翻訳しようとしたが、残念

ながら国内では対応できず、さらに、コロナ禍のため、チェゼーナの研究者と共

同研究することができなかった。これらが解読できれば、その詳細がわかる可能

性が高く、また、仮に、チェゼーナに、これらの手紙に対して書かれた返事が残

っているとすると、さらに詳細がわかる。今後継続して調査を進めたいと考えて

いる。

図 3 ノヴェッロからコジモへの手紙
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